
空間内の異なる���つの平面�D，E，F�と異なる���つの直線�A，P �について，次の記述は常１

に正しいか。

���　D�E，E�F�ならば，D6F�である。

���　D�E，E6F��ならば，D�F�である。

���　A�P，A6D�ならば，P�D�である。

���　A6D，A6E�ならば，D6E�である。

���　A�D，A6E�ならば，D�E�である。

S　���　正しくない　　���　正しい　　���　正しくない　　���　正しくない

　　　���　正しい

 解説
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���　正しくない。

　右の図のような直方体において，

　　　　　　�面�$%&'���面�$()%��，

　　　　　　�面�$()%���面�%)*&�

　であるが，面�$%&'�と面�%)*&�は平行でない。

���　正しい。

���　正しくない。

　����の直方体において，

　　　　　　$%�%&，$%6� 
面�()*+

　であるが，%&�と�面�()*+�は垂直でない。

���　正しくない。

　����の直方体において，

　　　　　　$%6� 
面�()*+，$%6� 
面�'+*&

　であるが，面�()*+�と面�'+*&�は平行でない。

���　正しい。

空間内の異なる���つの直線�A，P，Q�と平面�D�について，次の記述は常に正しいか。２

���　A6P�で，P �と�Q�が交わるならば，A�と�Q �は交わる。

���　A�D，A6P�ならば，P�D�である。

���　A，P�が�D�に含まれ，A�Q，P�Q��ならば，Q�D�である。

S　���　正しくない　　���　正しい　　���　正しくない

 解説
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���　正しくない。

　右の図のような直方体において，$%6'&�で，

　直線�'&�と直線�*&�は交わるが，直線�$%�と直線�

　*&�はねじれの位置にあり交わらない。

���　正しい。

���　正しくない。

　右の図のような直方体において，直線�$%�と直線�

　'&�は平面�$%&'�に含まれ，$%�%&，'&�%&�

　であるが，直線�%&�は平面�$%&'�に垂直でない。

空間内の直線�A，P，Q �や，平面�D，E�について，次の記述は常に正しいか。常には正し３

くない場合，その理由も述べよ。

���　A6P�で，P �と�Q�が交わるならば，A�と�Q �は交わる。

���　A�D，P�D�ならば，A6P�である。

���　A�が�D�上にあるとき，A�E�ならば，D�E�である。

S　���　正しくない。�理由は略�　　���　正しい。　　���　正しい。

 解説
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���　正しくない。

　右の図の直方体�$%&'�()*+�において，

　$%6'&�で，直線�'&�と直線�*&�は交わる

　が，直線�$%�と直線�*&�はねじれの位置に

　あり，交わらない。

���　正しい。

���　正しい。

空間内の直線�@，P，Q�と平面�D�について，次の記述は常に正しいか。常には正しくな４

い場合，その理由も述べよ。　>�点��＝��点@

���　��つの点を含む平面はただ���つ定まる。

���　@6D�かつ�P6D�ならば，@6P�である。

���　@6D�かつ�P�D�ならば，@と平行で�P�と垂直な直線がある。

���　@，P�が�D�に含まれ，@�Q�かつ�P�Q�ならば，Q�D�である。

���　四角錐において，頂点を共有しない���つの辺はすべてねじれの位置にある。

S　���　正しくない。��つの点が一直線上にあるとき，その���点を含む平面は無数に

　　　　ある。

　　　���　正しくない。@と�P�が交わることもねじれの位置にあることもある。

　　　���　正しい。

　　　���　正しくない。Q�が�D�に含まれることがある。

　　　���　正しくない。底面の四角形の向かい合う辺は���つの平面上にある。

 解説

���　正しくない。��つの点が一直線上にあるとき，その���点を含む平面は無数にある。

���　正しくない。@と�P�が交わることもねじれの位置にあることもある。

���　正しい。

���　正しくない。Q�が�D�に含まれることがある。

���　正しくない。底面の四角形の向かい合う辺は���つの平面上にある。

空間内の直線�A，P，Q�や，平面�D，E�について，次の記述は常に正しいか。常には正し５

くない場合，その理由も述べよ。

���　A6P�で，P�と�Q�が交わるならば，A�と�Q�は交わる。

���　異なる���直線�A，P�について，A�D，P�D�ならば，A6P�である。

���　A�が�D�上にあるとき，A�E�ならば，D�E�である。

S　���　正しくない。�理由は略�　　���　正しい。　　���　正しい。

 解説
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���　正しくない。

　右の図の直方体�$%&'�()*+�において，

　$%6'&�で，直線�'&�と直線�*&�は交わる

　が，直線�$%�と直線�*&�はねじれの位置に

　あり，交わらない。

���　正しい。

���　正しい。

空間内の直線�@，P，Q �や平面�3，4，5 �について，次の記述が正しいか，正しくない６

かを答えよ。

���　3�4，4�5 �のとき，365 �である。

���　3�4，465 ��のとき，3�5 �である。

���　@�P，36@�のとき，3�P �である。

���　36@，46@�のとき，364�である。

���　3�@，46@�のとき，3�4�である。

���　@�P，P�Q �のとき，@6Q �である。

S　正しいときは�○，正しくないときは��で表す。

　　　���　�　　���　○　　���　�　　���　�　　���　○　　���　�

 解説

正しいときは�○，正しくないときは���で表す。

���　�　　���　○　　���　�　　���　�　　���　○　　���　�
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���　　　　　　　　　　　　���　　　　　　　　　　　　���

空間内の異なる���つの直線�A，P�と異なる���つの平面�D，E�について，次の記述は常に正７

しいか。

���　A�D，P�D�ならば，A�P�である。

���　A�D，A�E��ならば，D6E�である。

���　A6D，P6D��ならば，A6P�である。

���　A6D，P�D��ならば，A�と平行で�P�と垂直な直線がある。

S　���　正しくない　　���　正しい　　���　正しくない　　���　正しい

 解説

���　A�D，P�D�ならば，A6P�である。

　よって，正しくない。

���　正しい
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���　A6D，P6D�であっても，A�と�P�がねじれの位置にあることがある。

　よって，正しくない。

���　正しい

空間図形の基礎クイズ
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空間内の異なる���直線�A，P，Q�と異なる���平面�D，E�について，次の記述は常に正しい８

か。

���　A6D，P6D��ならば，A6P�である。

���　A�D，A�E��ならば，D6E�である。

���　A6D，P�D�ならば，A�と平行で�P�と垂直な直線がある。

���　A�と�P�がねじれの位置にあり，P�と�Q�がねじれの位置にあるとき，A�と�Q�もねじれ

　の位置にある。

S　���　正しくない　�����　正しい　�����　正しい　　���　正しくない

 解説

���　A6D，P6D�であっても，A�と�P�がねじれの位置にあることがある。

　よって，正しくない。

���　正しい

���　正しい
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P���　A�と�P�がねじれの位置にあり，P�と�Q�がねじれの

　位置にあっても，A�と�Q�が���点で交わることがある。

　よって，正しくない。

T　A�と�Q�が平行になる例をあげてもよい。

次の記述は常に正しいか。常には正しくない場合，正しくなるように下線部を修正せよ。９

���　平面�D�に平行な直線を�A�とし，直線�A�を含む平面�E�と平面�D�の交線を�P�とするとき，

　直線�A�と直線�P�は平行である。

���　直線�A�で交わる���つの平面�D，E�がある。D�上にも�E�上にもない点�3�から平面�D，E

　にそれぞれ垂線�3$，3%�を下ろしたとき，直線�$%�と直線�A�は垂直である。

���　四面体�$%&'�において，辺�$%�上の任意の点�3�を通って辺�$'，辺�%&�に平行な平

　面�D�と辺�%'，辺�'&，辺�&$�との交点を順に�4，5，6�とするとき，四角形�3456�

　はひし形である。

S　���　正しい　　���　正しい　　���　平行四辺形

 解説

D
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���　A6D�より，直線�A�と平面�D�は共有点を

　もたない。

　また，直線�P�は平面�D�上にあるから，直線�

　A�と直線�P�も共有点をもたない。

　直線�A�と直線�P�はともに平面�E�上にあるから

　　　　　　A6P

　よって，正しい。
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���　直線�@は���平面�D，E�の交線であり，

　3$�D，3%�E�であるから

　　　　　3$�@，3%�@

　よって，直線�@は平面�3$%�に垂直である。

　ゆえに　　$%�A

　したがって，正しい。
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���　%&636，%&645�から　　36645

　また，$'634，$'665�から　　34665

　よって，四角形�3456�は平行四辺形である。

　U　平行四辺形�3456�がひし形になる場合

　$3：3% D：E�とすると，

　36：%& D：�D 
�E �であるから

　　　　　　36 
D

�D E
%&

　また，%4：4' E：D�より�34：$' E：�D 
�E �であるから

　　　　　　34 
E

�D E
$'

　36 34�とすると　　
D

�D E
%& 

E

�D E
$'

　　　　　　　　　　　D%& E$'

　すなわち　　　　　　$'：%& D：E

　これが成り立つとき，平行四辺形�3456�はひし形になる。

空間内の異なる���直線�A，P�と，異なる���平面�D，E�について，次の記述は常に正しい10

か。常には正しくない場合，その理由も述べよ。ただし，A，P�は平面�D�上にない直線

である。�

���　A6P，A6D�のとき，P6D�である。

���　A6D，P6D�のとき，A6P�である。

���　A�D，A6E�のとき，D�E�である。

S　���　正しい　　���　正しくない　　���　正しい�

 解説

���　正しい

���　A6D，P6D�であっても，A�と�P�が交わることがある。

　よって，正しくない。

���　正しい
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空間内の異なる���直線�A，P�と異なる���平面�D，E�について，次の記述は常に正しいか。11

常には正しくない場合，その理由も述べよ。ただし，A，P�は平面�D�上にない直線である。

���　A�D，P�D�のとき，A�P�である。

���　A�D，A�E�のとき，D6E�である。

���　A�P，A�D�のとき，P6D�である。

S　���　正しくない，理由略　　���　正しい　　���　正しい　　

 解説

���　A�D，P�D�のとき，A6P�である。

　よって，正しくない。

���　正しい

���　正しい

@

E

���

D

@
P���

D

@
���

D

P

　

　

　

　

　

　

　

　

空間内の直線�@と，異なる���平面�D，E，F�について，次の記述は常に正しいか。12

常には正しくない場合，その理由も述べよ。

���　D6E，E6F�のとき，D6F�である。

���　D�@で，@を�E�が含むとき，D�E�である。

S　���　正しい　　���　正しい

 解説

���　正しい。

���　正しい。
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空間内の異なる���直線�@，P�と，異なる���平面�D，E�について，次の記述は常に正しい13

か。常には正しくない場合，その理由も述べよ。

���　D�と�E�が交わらないとき，D6E�である。

���　@6D，P6D�のとき，@6P�である。

S　���　正しい　　���　正しくない��理由は略�

 解説

���　正しい。

���　正しくない。図のような場合があるから。
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空間内の直線�@と，異なる���平面�D，E�について，次の記述は常に正しいか。常には正し14

くない場合，その理由も述べよ。

���　@6�D，D�E�のとき，@��E�である。



���　@��D，@��E�のとき，D6E�である。

S　���　正しくない��理由は略�　　���　正しい

 解説

���　正しくない。下の図のような場合があるから。

���　正しい。
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空間内の異なる���直線�A，P�と異なる���平面�D，E�について，次の文章が正しいか正しく15

ないかを答えよ。正しくない場合はその理由も述べよ。

���　A�D，P�D�ならば�A�P�である。

���　A6P，A�D�ならば�P�D�である。

���　A�D，A�E�ならば�D6E�である。

S　���　正しくない，理由略　　���　正しい　　���　正しい

 解説

���　A�D，P�D�ならば，A6P�である。

　よって，正しくない。

���　正しい。

���　正しい。
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